
９７ 
 

 

 

令
和
四
年
六
月
九
日
提
出 

質

問

第

九

七

号 

       
 

高
等
教
育
に
お
け
る
公
費
負
担
と
家
計
負
担
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

城

井

 

崇 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

高
等
教
育
に
お
け
る
公
費
負
担
と
家
計
負
担
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
大
学
生
・
専
門
学
校
生
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
保
護
者
の
収
入
が
減
り
、
自
分
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
切
ら
れ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
日
の
生
活
費
が
二
百
円
、
大

学
生
の
五
人
に
一
人
が
退
学
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
自
粛
に
よ
り
学
校
生
活
不
適

応
で
の
退
学
も
増
え
て
い
る
が
、
感
染
症
に
よ
っ
て
学
生
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
、
退
学
ま
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の

は
、
大
学
の
学
費
が
高
額
な
我
が
国
な
ら
で
は
の
問
題
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
国
立
大
学
で
は
年
間
五
十
万
円
超
、
私
立

だ
と
百
万
円
近
く
の
学
費
が
か
か
る
。
こ
の
負
担
を
重
い
と
思
っ
て
い
る
家
庭
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。 

 

学
費
が
高
い
理
由
は
、
政
府
が
お
金
を
出
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
高
等
教
育
費

用
の
負
担
内
訳
は
公
費
が
三
十
・
六
％
、
家
計
負
担
費
が
五
十
二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
公
費
よ
り
も
私
費
負
担
が
多
い

が
、
ど
の
国
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。 

 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
加
盟
国
の
う
ち
、
我
が
国
の
五
十
二
・
七
％
と
い
う
家
計
負
担
割
合
は
、
チ
リ
に
次

い
で
高
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
数
値
が
五
十
％
を
超
え
る
、
つ
ま
り
高
等
教
育
費
の
半
分
以
上
が
家
計
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
国
は
、
我
が
国
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
三
か
国
だ
け
で
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
値
が
二
十
三
・
四
％
で
あ
る
こ
と
か



 

２ 

 

ら
、
我
が
国
の
高
等
教
育
が
い
か
に
家
計
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。 

 

学
生
は
普
段
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
学
費
を
ま
か
な
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
見
舞
わ
れ
て
バ
イ
ト
先
を
失

う
と
一
気
に
生
活
困
窮
に
陥
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
。
公
費
負
担
割
合
が
少
な
い
か
ら
、
つ
ま
り
政
府
が
お

金
を
出
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
等
教
育
へ
の
公
的
支
出
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二
〇
一
六
年
の
我
が
国
の
値
は
〇
・
四
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
学
費
無
償
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
一
・
五
二
％
と
、
我
が
国
の

三
倍
以
上
で
あ
る
。 

 

公
的
教
育
費
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
高
い
国
ほ
ど
、
家
計
負
担
割
合
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
北
欧
諸
国
は
公
的
教
育
費
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
高
く
、
家
計
負
担
割
合
が
低
い
。
我
が
国
は

そ
の
対
極
で
、
政
府
が
お
金
を
出
さ
ず
、
家
計
の
負
担
割
合
が
重
い
国
で
あ
る
。 

 

北
欧
諸
国
は
、
高
等
教
育
進
学
率
が
高
く
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
八
十
二
・
〇
％
で
、
我
が
国
の
六
十
三
・
六
％
よ
り
も
ず
っ
と

高
い
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。
量
的
に
多
い
学
生
の
高
等
教
育
費
用
の
ほ
ぼ
全
額
を
公
費
で
ま
か
な
え
る
の
は
、
政
府
が
お
金

を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
高
等
教
育
に
お
け
る
公
費
負
担
と
家
計
負
担
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 



 

３ 

 

一 

我
が
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
公
費
負
担
と
家
計
負
担
の
負
担
内
訳
は
、
二
〇
一
六
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
公
費
負
担
が

三
十
・
六
％
、
家
計
負
担
が
五
十
二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
費
負
担
の
割
合
を
家
計
負
担
の
割
合
よ
り
も
多
く
す
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
高
等
教
育
の
無
償
化
を
中
間
所
得
層
ま
で
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
実
現

の
た
め
に
、
政
府
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


